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本書では，企業で実際に直面する問題解決のステップに沿った例題を，厳

選した “29” の問題解決手法とこれに対応したエクセルデータを用いて解

説する．扱う例題は，企業の指導経験豊富な著者のノウハウを凝縮し，汎

用性の高いものにアレンジされている．

　本書が提案する問題解決のステップに沿ってエクセルデータを活用し，

またそれを自身のデータに置き換えることで直接的に問題解決ができるよ

うになる．さらに，この問題解決のステップを実際に適用した企業の実例

も掲載している．

　付属 CD-ROMには，採用した ”29” の手法を収録．
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